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ブ（直径；数 100 nm，壁の厚さ；30 nm）を作製
する（図表 1）。この時に、ナノチューブの外壁に
ごく薄い酸化シリコン（SiOx）層が形成される。
この SiOx 層が、電池の充電時に Si がリチウムを
取り込んだ際、外部への膨張を阻止するために機
能している。
　従来の Si ナノワイヤーや、外壁に SiOx 層のな
い Si ナノチューブでは、200 回程度の充放電サイ
クル試験で大きな形態変化（膨張）が観測された
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図表 1　外壁に酸化層をもつ Si ナノチューブの作製方法
図表 2　電池の充放電による Si 負極材料の構造変化
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